
近年、問題になっている温暖化現象やヒートアイランド現象を考慮した
自然を感じるエクステリアを目指し、なるべくコンクリート製品の使用を控え天然素材を多く取り込み、
開放感がありながらもプライベート空間も大事にする為、ミニマムクローズでのＰＬＡＮです。

子供達の年齢的にも近い将来に車やバイクetcの台数が増える可能性が高い為
その時に対応できるよう最大４台の駐車スペースを確保できる多目的なスペース空間を設けました。

植栽もさまざまな木々を植え四季折々の表情を楽しむことができ一日の中でも
朝は、朝日をいっぱい浴びた木々からパワーをもらい
日中は木々に集まる鳥たちの様々なさえずりが心地よい音楽になり
夜は、ライトアップされた木々が幻想的な空間を作り、
家族四人で眺めながら今日一日の出来事を話したり
夫婦二人でしっぽりお酒を酌み交わしながら夫婦ではなく恋人同士の会話を楽しんだり
たまには一人で眺めてみるのも、心のリフレッシュになるかもしれません。

長い間住む間にいろいろな変化が訪れたり、変化したくなったり。
その都度に対応でき自然の変化も楽しめる。
ご家族の年月と共に味わいのでるエクステリア空間です。

【 設計コンセプト 】

< 家族構成 >

夫(48才)・妻(46才)・子供(男/16才)・子供(女/12才)



玄関ホール･バスルーム
二箇所の窓からの癒し空間。
スクリーンブロックが
外からの目線を遮りながらも
風と光を通してくれます。

『水の流れる癒し空間』

『木々の変化を
   楽しむデッキスペース』

どこの部屋からも眺めることが
できるように
デッキをくり貫きエゴノキを植え
スポットライトを設置。
落葉樹の為、夏は日陰ができ
冬には太陽の光を部屋の中まで
届けてくれます。

『家庭菜園スペース』

キッチンからデッキを通っていける
場所にある為、料理の合間に必要な
食材やハーブetcを取りに行け、
デッキ横のガーデンシンクで
土を洗って室内に持っていけます。
物置を横に併設してある為、
野菜の保管や道具置場として
利用できます。

『多目的スペース』

お子様が遊んだり、洗車や
車･バイクetcの趣味を楽しむ場所としても使用でき、
将来車が増えたりした時は駐車スペースにもなります。
カーポートの設置もブロック側が芝生になってますので施工しやすいです。

『駐車スペース』

夏の日差しと冬の凍結を防ぐ為
カーポートを設置し
又、車の出入りを考え
梁をとばす事でスムーズに出入りができます。

『玄関前の和風空間』

玄関に腰掛ながらご近所様とお話。
なんて事よくありますよね？
そんな時、地窓から見える
チョットした和の癒し空間。
ついつい話が長くなっちゃう
かもしれません。

『シンボル』

木彫の汎用材と植栽･乱形の石張りが
動きのあるエントランスを作り
訪れる人や通行人の目をひきます。
夜はスポットライトに照らされた
植栽が幻想的です。
又、お客様が見えた時には駐車スペース
としても使用できます。

『機能を重視した門周り』

道路からの視線を遮りながらも
光や風を取り込む為
スクリーンフェンスを使用し
その奥に自転車を止めるスペースを
儲けました。雨が降っていても
なるべく濡れずに出入りができます。

動線

【 ゾーニング ・ 設計意図図  】










